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Ⅰ．研究の概要 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

主題設定の理由 

社会的背景から   ・・・遊びが多様化して、地域や家庭での運動習慣が少なくなってきた現代、小学校体

育の中で運動が好きだと感じさせることが求められる。学習指導要領において、生

涯にわたる豊かなスポーツライフを実現するために、育成すべき資質・能力の３つ

の柱をバランスよく育むことが求められている。 
子どもたちの現状から・・・全国体力・運動能力調査の結果によると、運動する児童としない児童の二極化傾向

が引き続き見られている。 
前年度までの研究から・・・他者と協働しながら解決したり、思いや考えをもとに創造したりする「学び合い」

を設定したことで、課題の解決方法を探求することにつながった。 

目指す子ども像 

・「わかる・できる」「かかわる」子ども 
・お互いにかかわり合いながら遊びを工夫できる子ども 

研究内容１ 

「わかる・できる」「かかわる」ために、ど

のような場面が有効かを考えた授業づくり 

研究仮説 

  「わかる・できる」「かかわる」場面を設定することで運動に親しみ、運動好きの子どもを育 
成できるだろう。 

研究主題 

運動好きの子どもを育てる体育授業の実践 
～「わかる・できる」「かかわる」場面を通して～ 

研究内容２ 

勝ったらうれしい、負けても楽しい「ゆる

スポーツ」の紹介  

研究方法 

 １．令和２～４年の３ヵ年計画とする。 

２．各市町村の研究計画と調整を図り、推進委員研修会において共通理解を深めながら同一課題を持って研究を

進めていく。 

 ３．今年度は、実践を重ねられない場合もあるため、過去の実践記録やコロナ禍でもできる運動をレポートにま

とめる。 

 ４．会員の実践記録を集め、「運動好きにするためのアイディア集」として発行する。 

 ５．役員研修会、推進委員研修会を効果的に配置し、円滑に研究推進を図ることができるように配慮する。 



Ⅱ．実践研究の経過と成果 

１．実践研究の経過 

 （１）研究経過 

   ４月１４日  石教研専門部会第一次研究協議会   （野幌中学校） 

          第１回推進委員研修会         中止 

          第１回役員研修会           中止 

   ７月 １日  理論実技研修会            北広島市総合体育館 

   ７月 ３日  第２回役員研修会          （石狩教育研修センター） 

   ８月下旬 

～９月上旬 各市町村研究協議会         （各市町村小学校）  

   ８月２０日  第３回役員研修会          （オンライン会議） 

   ９月２８日  拡大役員研修会           （オンライン会議） 

１０月１４日  第４回役員研修会       （北広島市立東部小学校） 

１０月１５日  石教研専門部会第二次研究協議会   （北広島市立東部小学校） 

１１月１８日  第５回役員研修会          （石狩教育研修センター） 

    

 

   １月     第６回役員研修会 

   ２月     各市町村第三次研究協議会 

   

 

  （２）研究成果    

 今年度は、第２７年次研究２年目にあたる。昨年度に続き「運動好きの子どもを育てる体育授業の実践～『わ

かる・できる』『かかわる』場面を通して～」を研究主題とし、「『わかる・できる』『かかわる』ために、どのよ

うな場面が有効かを考えた授業づくり」、「勝ったらうれしい、負けても楽しい『ゆるスポーツ』の紹介」を研究

内容としてきた。 

しかし今年度も、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、児童同士が密に触れ合うことが予想される

「かかわる」ことについては計画を一部変更することとした。感染症対策に気を付けながら、「かかわる」場を

設けつつ、「わかる・できる」ことに着目して実践した。児童の苦手な運動やつまずきの背景を把握・分析をし

て、そのための手立てや解決方法を考えた。また、その分析をもとに児童の実態を捉え、学習指導要領を根拠に

児童に付けたい力を考え、指導計画や評価規準をつくっていった。 

本研究により、苦手・つまずきの背景を把握したことで、指導方法の改善や焦点化につながることとなった。

さらに、評価規準に具体性をもたせることにもつながり、学習内容に即した評価規準を設定できた。そうするこ

とで、指導者と児童が課題を共有することができ、指導者が児童に「身に付けさせたい力」は何か、児童自身が

どのように運動に取り組んでいけばよいのか、見通しが持てる学習展開へとつなげることができた。 

各市町村のレポートによって、部会員の実践、指導の工夫を広く知ることができた。領域を特定せずに集めた

ことで、多岐にわたる運動についての実践が紹介されることとなった。部会員の実践が集まり、保体部会のみな

らず、体育授業の在り方について石狩管内に広められるレポート集となった。 



 

２．専門部会第二次研究協議会での交流 

(１)専門部会第二次研究協議会での交流内容 

①授業公開(実践した授業DVD視聴と協議)の様子【低学年】 

３年生 単元「 プレルボール 」 

授 業 者：村上 俊征 教諭（恵み野旭小学校） 

本時の目標：簡単な作戦を選んで、自分のめあてをもつことができるようにする。(思考・判断・表現) 

【話し合いの様子】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

(１)授業分科会での協議内容 

・作戦ボードを活用することで、何をするのか明確になっていた。 

・教師による「やる気につながる言葉」や「評価する言葉」ができていた。 

・ルールの指導がしっかりされていて、ねらいを達成できていた。 

・プレルボールはねらいを達成しやすい教材だと感じた。 

・思考・判断・表現を伸ばすことのできる授業であった。 

・「作戦を選ぶ」という発達段階に応じた指導がよかった。 

・体育の学習として、運動量が少ないように感じた。 

・何をねらいにしているのか、少し見えにくいところがあった。教師自身が児童に付けたい力を明確にして、児童と共

有することが大切だと感じた。 

・ネットの高さなどの教具は適切だったか？もう少し考える必要があると感じた。 

 

(２)成果と課題 

教師自身が「どのような力を児童に付けたいか」明確だったので、作戦ボードの活用や児童への言葉がけができていた。

しかし、協議されたことの多くは「運動量」についてである。運動量を確保するために、時間の配分や展開の工夫が必

要であること、すなわち今回の研究の「場面」の工夫に加えて「時間・展開」の工夫が必要だという課題が見えてきた。 
 

 

 積極的な話し合いが行われていた。「運動好きの子ど

も」を目指すために、教師と児童が目標を明確化し、

指導と評価をしていくことの大切さや、どのような指

導計画や場が有効かも話し合われていた。今回の研究

授業を通し、多くのことを再確認できた。 

  

 何が成果で何が課題なのか、全員で確認しな

がら話し合いが進んでいた。「場面や時間の使

い方」「人数やルールの徹底」など積極的に考

えが出ていた。教員同士が学び合い、深め合う

時間となっていた。 



 

②授業公開(実践した授業DVD視聴と協議)の様子【高学年】 

６年生 単元「 バスケットボール 」 

授 業 者：八木 渚 教諭（恵み野小学校） 

本時の目標：近くにいるフリーの味方にパスをすることができる。(知識・技能) 

      スペースを見つけて動き、パスを受けようとすることができる。(知識・技能) 

話し合いの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)授業分科会での協議内容 

・ICTは集約しやすく、便利だと感じた。 

・ICT端末の使用は今後につながるものだと感じた。 

・三角パスや、ひっくり返し競技は主運動につながり、よかった。 

・教師のねらいであるスペースを意識した取り組みができていた。 

・その都度、教師からの声かけがあり、児童が何を学び、何ができたらよいのかがわかりやすかった。指導と評価が一

体化されていた。 

・スペースを見つけるという学習目標に沿った教師の声かけが有効だった。 

・４対３の場はパスが通りにくいと感じた。ねらいを達成するための場の工夫が必要。 

・体育の授業で、ICTをどのように活用していくかを今後考える必要がある。 

・パスをすることができるは、何をどのようにできたら「できた」なのか、少し見えにくい部分があった。明確な評価

規準を児童と共有するとよい。 

(２)成果と課題 
教師が児童につけたい力が明確で、児童も何ができればよいのかが分かりやすい授業だった。教師の声かけも焦点化さ

れて、その２つのことが児童の意欲につながることが分かった。しかし、高学年についても目標を達成するための場づ

くりの工夫、時間配分の大切さが今回の授業を通し見えてきた。ねらいを達成させるためには、指導と評価を明確にす

るのみならず、場・ルール・人数の設定が大切なことが分かった。また、ICT の活用に関しても、どのような使い方か

を有効か考える必要がある。 

 成果と課題を対比するまとめ方を行うこと

で、今後の課題が見えてきた。指導したこと

を児童ができるようになったかを教師自身が

振り返ることで、教師の成果と課題が見えて

くることがわかった。今回の授業を通して運

動好きにするために何が効果的であったのか

話し合うことができていた。また、運動量の

確保の大切さや、それを可能にするための時

間や場づくりの工夫も話し合われた。 

 積極的な話し合いが行われていた。運動好きの子ど

もを目指すために、教師と児童が目標を明確化し、指

導と評価をしていくことの大切さや、どのような指導

計画や場が有効かも話し合われていた。 

  



 

(２)各市町村実践交流 

①授業公開(実践した授業DVD視聴)【低学年】 

 

【千歳市】 

千歳市立高台小学校 ２年１組 ２７名 

指導者 新山 隼輔 

 

①ねらい 

マットを使った運動遊びの一つ一つの技能を習得したり 

話し合いを通じて 友達のよいところを見つけられるよう

にしたりすること。 

 

②授業のポイント 

タブレットを使って動画を撮り、それを見ながら話し合

いをすることで、より確実にポイントをおさえながら関

わりあえるようにした。 

 【北広島市】 

北広島市立東部小学校 ３年１組 ３０名 

指導者 T１河内山 智史 T2有本 憲司 

 

①ねらい 

落下点に体を移動させてボールを落とさずに取ったり、

片手や両手でボールを下から上に打ち返したりする力を

身に付けさせること。 

 

②授業のポイント 

単元を通して、学ぶべきポイントを統一し、そのポイン

トをステップアップさせていく。何ができればよいかを

児童が毎時間理解することによって、自ら成果と課題を

見つけられるようにした。 

 【江別市】 

江別市立対雁小学校 ２年生 ６０名 

指導者 T1山崎 達也 T2鈴木 愛 

 

①ねらい 

ボールに触れ、投げたり受け取ったりする経験をたくさ

ん積ませることで様々な感覚を身に付け、運動が楽しい

と実感させること。 

 

②授業のポイント 

どうすればうまく取れるか児童に考えさせ、その上で学

習のポイントを全員で共有していく。ボールをとるコツ

や投げるコツをきちんと確認することで、何ができて何

が課題かを児童が理解することができる。 



 【石狩市】 

石狩市立花川小学校 ３年１組 ２０名 

指導者 久保田 勝己 

 

①ねらい 

投げたり取ったりすることに自信を付け、進んで体を動

かし、生涯スポーツの意識を高めさせること。 

 

②授業のポイント 

ボールを持っていないときの動き方に焦点を当てて授業

を展開していく。また、実際に体を動かす時間を多くす

ることで、どのような動きを行えばよいのか児童自身で

理解することができる。そして、ICT を活用し、自分の動

きを見たり、仲間の動きを撮ったりすることで、さらに

動きが焦点化され、学びが深まっていく。 

 【新篠津村】 

新篠津村立新篠津小学校 ２年生 ２６名 

指導者 村井 康俊 

 

①ねらい 

柔軟性と持久力を高めること。 

 

②授業のポイント 

「スピードを落とさずに飛ぶ」ことをめあてに活動を行

っていく。また、ICT を活用し、自分の運動する様子を見

ることで、何ができて何が課題か児童自身で分かるよう

に工夫している。そして、ペアをつくり交流すること

で、学びが深まっていく。 

 

②授業公開(実践した授業DVD視聴)【高学年】 

 【千歳市】 

千歳市立末広小学校 ４年１組 ３９名  

指導者 佐々木 奨太 

 

①ねらい 

リズムのよい助走を身に付けることで、はさみ跳びを習

得できるようにする。 

 

②授業のポイント 

場の工夫や ICT 機器の活用により、自分や友達のよい動

きを見つけたり、伝えたりすることを通し、技能向上を

図る。また、友達と競ったり、目標の記録に挑戦したり

することで、跳躍の楽しさを感じられるようにもしてい

く。 

 積極的に ICT を活用する様子が今年度から多く見られ

た。今後の活用方法のヒントになるものばかりであった。 

 学ぶポイントが明確になっ

ており、児童自身が成果と課

題を実感できるようになって

いる。 



 【北広島市】 

北広島市立大曲小学校 ６年３組 ３１名 

指導者 石丸 雅史 

 

①ねらい 

ソフトバレーボールという誰でも気軽に楽しめる種目を

通して「スポーツの楽しさ」を実感し、「仲間と協力して

プレーする」面白さを味わうこと。 

 

②授業のポイント 

導入として、「受ける」「つかむ」「うつ」を明確に分けた

簡易化されたゲームをする中で、全員が関わり合い、「で

きる」と実感させる。次に、徐々に作戦を立てるなどし

て、スポーツとしてのソフトバレーボールにシフトして

いき、最終的には４対４の一般的なルールで楽しんでプ

レーできるようにする。 

 【江別市】 

江別市立大麻小学校 ４年１組 ２８名 

指導者 白髭 由己 

 

①ねらい 

ボールに触れる経験をたくさん積ませることで、様々な

感覚を身に付け、運動に親しませること。 

 

②授業のポイント 

チームで学習を進めることで、お互いに声をかけ合い、

友達のよさを認めたり、苦手な子にアドバイスしたり

し、どの子も運動が楽しいと実感させていく。また、友

達と力を合わせて競い合ったり、簡単な作戦を立てたり

する楽しさに触れさせ、仲間と協力する喜びを味わわせ

ていく。 

 【石狩市】 

石狩市立南線小学校 ４年３組 ３１名 

指導者 枝元 佳那 

 

① ねらい 

ボールを持って走る、パスをする、キャッチをするなど

のボール運動の基礎基本を身に付け、自信をもってプレ

ーできるようにすること。 

 

②授業のポイント 

何ができたらよいか、児童とポイントを共有し、攻撃に

特化した授業を行う。また、仲間と協力して得点をとる

ことの楽しさを味わわせる。 

 

 

 学ぶポイントが明確かつ、分かりやすくになっている。何ができるようにな

ればいいのか分かりやすいことは、質のよい振り返りにつながる。 

 学び合い、深める活動ができている。 



Ⅲ．教育課程研究 

 研究の経過 

今年度も各校で一昨年に行った教育課程の再編成に基づいて、授業の実施方法も工夫している。来年度以降は、よ

り実生活や人とのつながり、人との関わりを重視した教育課程になるよう検証していく。また、学習指導要領に沿

って、今後も資料を収集し、吟味していく。 

 
Ⅳ．実技・理論研修会 

 １．研修会の内容 

今年度はダンスをテーマに講師の先生を招いて理論実技研修を行った。子

どもたちでも楽しむことができる簡単なダンスを通して、人と関わる楽し

さや体を動かす面白さを体験できた。 

また、ダンスの動きの基礎基本を学ぶことができたので、今後の指導に

役立つものとなった。先生方の楽しむ声が聞こえる理論実技研修であった。 

 

２．研修会の成果 

・簡単な動きを中心に学ぶことができたので、すぐに学校で実践できるものであった。 

・学ぶことが明確であることは、学ぶ意欲につながるということが研修を通して分かった。 

・誰でも楽しむことができる実践を多く学ぶことができた。 

 
Ⅴ．部会研究の成果と課題 

 

【 成 果 】  

 ○「運動好きの子どもを育てる」ために、育成すべき資質・能力を明らかにした体育授業の実践を蓄積できた。 

 ○児童の実態把握に努め、どのような力を児童に付けたいかを明確にすることで、指導計画の立案や手立てを具体

的に考えることができた。 

 ○新型コロナウイルス感染症の影響により、日常の体育授業が制限されてしまったが、児童自身が課題と成果を感

じ取ることのできる実践ができた。また、昨年度に比べ「かかわる」ことで学びを深め合う実践や取組が見られ

た。 

 ○運動習慣を身に付けさせるために、誰でも簡単に運動に親しめる事例もレポートによって紹介できた。 

 ○各校の実践をまとめ、会員に伝えたことで、様々な運動領域の事例を紹介できたとともに、保体部会員の実践を

広く知らせることができた。 

 

 【 課 題 】 

 ○学習指導要領に沿った授業づくりが求められる。また、指導と評価の一体化を行うことで、指導者自身がどのよ

うな実感をもつことができたかを交流し、お互いに環流し合う必要がある。 
○体育の学習でどのように ICTを活用していくか考える必要がある。 

〇目標を達成するための効率的な時間の使い方や、展開の工夫などを考える必要がある。 

 ○授業の中で「かかわる」場面の比重が大きすぎると運動量が確保されにくいと考える。そのため「わかる・でき

る」と「かかわる」場面のバランスが大切である。 
 

                        （文責  井上 陽平 ） 


